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東京外国語
大学
教
授
h「向思

（国
際
関
係
論）

岡
山町

激
励の
国
際
経
済、
I
N
F

（中
距
離
核戦
力）

削減
交
渉

を
め
ぐっ
て
詰
め
の
段
階
に
さ

し
か
かっ
た県

西関係
な
ど、

数々
の
重
要
問
題
を
背に、
去

る
六
月
八
3
十
日
に
聞
か
れ
た

出十三
問
先進
国
首一
脳
会
議

（ベ
ネ
チ
ア・
サ
ミ
ッ
ト）

は、
今
日
の
間
際
社会
に
お
け

る
白
木の

役制を
際
立
た
せ
た

とい
う窓
味
で、

同期
的
な
も

の
で
あっ
た。

「
日
本
間
四」
（ジャパ
ン

・
プロ
ブ
レム）
、
「
日
本
た

た
き」
（
ジャパ
ン・
パ
ッ
シ

ン
グ）
が
焦
点に
な
る
の
で
は

ない
か
と一
部
に
懸
念
さ
れ
て

い
た
こ
と
と
は
迎
に、
東
西
関

係
や
経
済
問胞
の
討
議
で
中
曽

嶺
雄

恨
首
相
の
指
mm力
が
大い
に
発

制さ
れ
た
こ
と
も、
こ
れ
ま
で

に
ない
成
県
で
あっ
た。

労
力
も
し
た
よね。
そ
の
結
果

が、
い
ま
報い
ら
れ
た
ん
だ

よ」
と
随行の
外
務
省
幹
部
に

円札
貧
困
に
たい
する
五
憶
がの

無
償援
助
な
ど
を
打
ち
出
し、

日
本
と
世界
が当
面
する
間
凶

の
解
決
に
組
栂
的
に
取
り
組
む

盗
艶
を一示
して
き
だ。

こ
の
よ
う
な
政
策は、
当
然

諸
外
国
か
らは
日
本の
黒
字
減

ら
ん闘
と
して
も
期
待さ
れ
て

い
る
だけ
に、
わ
が
国
と
し
て

ミッ
ト
で
諮
問
に
なっ
た
山業

問
題
（
生
産
者
重
視の
民
政
か

ら

消印省
部
制の
民
政ヘ）
と

と
も
に、
わ
が
国
の
国
内
政
治

が
果
た
すべ
き
宿
題
も
多い。

六
兆
円
の
緊
急経
済対
策
に
よ

っ
て
内
向
は
拡
大
し
て
も、
輸

入
拡
大
につ
な
が
ら
なけ
れ
ば

肝
心
の
以
字減
ら
しに
は
な
ら

な
舞
台
で
あ
る。
そ
こ
で
聞
か

れ
た
サ
ミッ
ト
で、
ア
メ
リ
カ

の
折
ね
力
後
退
を
今
回ほ
ど、

あ
か
ら
さ
ま
に
見せつ
け
た
こ

と
は
な
かっ
た
こ
と
も
忘
れ
ら

れ
ない。
そ
れは、
たん
に
レ

ー
ガン
大
統
領
が、
ま
も
な
く

引退
して
ゆ
く
指
持
者
だ
か
ら

で
は
決
し
て
ない。

日
本
の
大
き
な
役
／

米
の
指
導
力
／

西
側
が
協
調
提
携

割、

際
立
た
せ
る

／
は
逆
に
後
退

／
米
を
支
え
る
必
要

そ
れは
「
開
発
途上
陸へ
の

資金
供
与を
閉
加
さ
せ
る
と
の

新
た
な
横山
を
打
ち
出
し
た
白

木
政
府の
最
近
の
イニ
シ
ア
チ

ブを
歓
迎
す
る」
と
純

情宣言

に
日
本
が
特
記
さ
れ
た
こ
と
に

も一郡
さ
れ
てい
る。

今
回の
サ
ミッ
ト
終
了後、

中
曽根
首
相
は
「
こ
の
数ヵ
月

木
当
にい
ろい

笠宮出
も
し、

も
らした
と
い
う
が、
こ
の・

諸
に
は
多
く
の
感
慣
が
こめ
ら

れ
てい
た
で
あ
ろ
う。

現
に、
わ
が
国は、
今
回
の

サ
ミッ
ト
に
当
面
して
六
兆
円

（
四
百一一
干
偲”が）
の
緊
急
経

済対
策
を
講
じた
ば
か
り
か、

二
百
憶
がの
開
発
途
上
国
向
け

の
資金
貧
易黒
字）
還
流
計

画、
さ
ら
に
は
サハ
ラ
以
南
の

は
今
後
の
良
剣
な対
応
が
必
然

に
な
ろ
う
が、
現
時
点で
こ
の

よ
う
な
政
策
を
提
起
で
き
る
の

は、
や
は
り
日
太
を
お
い
て
は

ない
の
で
あ
り、
こ
の
点で
も

わ
が
国の
役割
の
大
き
さ
が
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る。

世界は、
こ
れ
らの
臼
本
の

政
簡
を
公
約
と
して
受け
と
め

る
で
あ
ろ
う
か
ら、
今
回
の
サ

ない
の
だ
か
ら、
この
点
で
も

油
断は
禁
物
で
あ
る。

そ
れ
に
して
も、
畏
友
の
高

坂
正
措・
京
大
教
授
の
名
著

『
文明
が
珪
亡
す
る
と
き』
（
新

潮
社）
に
も
印
象
的
に
描
か
れ

てい
る
よ
う
に、
中
世世
界
の

間
者
で
あっ
たベ
ネ
チア
は、

大
帝
国
も
いつ
かは
衰亡
す
る

こ
と
を
物
語っ
てい
る
．歴史
的

『ニュ
ーヨ
ー
ク・
タ
イム

ズ』
（
六
月
十
二
日
付）
が

e「
レ
ー
ガ
ン
大
統
領は
手
ぶ
ら

で
出
掛
け、
手
ぶ
ら
で
戻っ
て

き
た」
と
述べ
て
い
た
よ
う

に、
レ
ー
ガン
大
統

制は申
白

根
首
相
がカ
バ
ンにいっ
ぱい

お
み
や
げ
を詰
め
ていっ
た
よ

う
な
こ
と
は
何一
つ
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る。
ア
メ
リ
カ
の

指
埠
力
後
退
が
目
立っ
た
こ
と

は、
今
回の
東西
関
係
の
声
明

に「
西
側
の
結
以」
と
い
う
言

張
が
見
ら
れ
な
かっ
た
こ
と
に

もつ
な
がっ
てい
る
と
い
え
よ

う。
その
窓
味
で
も、い
ま
や
サ

ミッ
ト
は、
強い
ア
メ
リ
カ
に

支
え
ら
れ
た
西
側の
結
束の
拐

か
ら、
西
側諸
国
が
協
調
提
携

して
ア
メ
リ
カ
を支
え
てい
く

拐
に
変
わ
りつ
つ
あ
る
といっ

て
も
よ
い
の
か
も
し
れない。

時の課題 ｜ 

て
雌一

れ
部一

か
E一

鍵
ル一

で
回一

b
山
一

27
う
ド
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J

ド
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は
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の
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サミットの成果と課題


